九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）主催
	平成23年度 第3回　資源リサイクルサブクラスター研究会
（資源リサイクル企業の海外進出に関する研究会）のご案内


■サブクラスター研究会の趣旨
「サブクラスター研究会」は、環境ニーズや先進事例などに関する講演を聴き、研究会参加企業間の意見交換や、海外進出に関係した内容をテーマとした議論を通して、環境産業に携わる企業の海外進出を戦略の面から実務の面まで考えていく研究会です。
資源リサイクルサブクラスター研究会は、資源リサイクルにおける、主に海外の環境ニーズを解決するビジネスを実現することを目的にした研究会です。
■サブクラスター研究会の特徴
	□ 特徴 １ 
　　環境ビジネスの海外展開で成功している企業や大学等研究機関等の講演により、高度な知識や事業ノウハウ等を学ぶことができます。

□ 特徴 ２ 
実際の環境課題やプロジェクトを題材としてグループ討論を行うことで、実践的な環境ソリューションビジネスの議論ができます。

□ 特徴 ３ 
豊富な交流機会（参加メンバー同士の意見交換、交流会など）からビジネスパートナーの発見や、ビジネス創出が期待できます。
（参考：平成22年度：5件の連携事例創出（構築中含む））
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■第3回資源リサイクルサブクラスター研究会のご案内（参加費は無料です）
◆日時：平成23年11月7日（月）　14:00～17:10
◆場所：深見ビル　（福岡市博多区博多駅前4丁目14番1号）　D会議室
◆内容：
	時間
	内容

	14:00～15:00
	「中国における資源リサイクルビジネスの実際（仮題）」
アミタホールディングス株式会社　 常務取締役 経営統括室長 　藤原 仁志氏

	15:10～15:30
	「青島環境ニーズの分析結果（仮題）」
九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ　アジア展開コーディネーター　村田　寛志氏

	15:30～15:40
	「グループ討論分析結果」
サブクラスター研究会事務局

	15:40～17:00
	グループ討論（テーマ調整中）

	17:00～17:10
	次回案内


　※研究会後、博多駅近くで交流会を予定しています。
◆参加申込について

本資料の≪第3回資源リサイクルサブクラスター研究会プログラム　兼　参加申込書≫にて、開催日の前日までにサブクラスター研究会事務局までお申込ください。
◆お問い合わせ－サブクラスター研究会事務局

（株）九州テクノリサーチ　池隅、佐藤（明） 

TEL：093-872-5416、FAX：093-872-5368、E-mail：ikezumi@k-t-r.co.jp
（委託元）財団法人九州産業技術センター、九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ 金房、村田
≪第3回資源リサイクルサブクラスター研究会プログラム　兼　参加申込書≫
1. 日時：　平成23年11月7日（月） 14:00～17:10
2. 場所：　深見ビル　D会議室（福岡市博多区博多駅前4丁目14番1号）
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3. プログラム：　
（1）講演「中国における資源リサイクルビジネスの実際（仮題）」　14:00～15:00
（2）「青島環境ニーズの分析結果（仮題）」 15:10～15:30

（3）第1回・第2回グループ討論結果　15:30～15:40
（4）グループ討論 15:40～17:00
（5）次回研究会について　17:00～17:10
※　各研究会後、博多駅近くで交流会を予定していますので、こちらへの参加も御願い致します。

4. 年間の予定
·  本年度サブクラスター研究会は4回開催の予定

·  別に視察会（見学会）も予定

·  グループ討論のテーマは、随時決定

◆◆◆◆◆◆□第3回資源リサイクルサブクラスター研究会　参加申込書□◆◆◆◆◆◆◆

FAX 093-872-5368　またはikezumi@k-t-r.co.jpまで送付ください。
所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
参加者・役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

保有技術・強み：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL：　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　e-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
交流会（参加者負担）　　　　（○を付けてください）　　　 ：参加します（　　　　）　参加しません（　　　　）
会場





グループ討論風景





プレゼン風景
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